
Title 岐阜縣笠松町に落下した隕石

Author(s) 正村, 一忠

Citation 天界 = The heavens (1938), 18(208): 313-317

Issue Date 1938-07-25

URL http://hdl.handle.net/2433/167696

Right

Type Departmental Bulletin Paper

Textversion publisher

Kyoto University



天界　m8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　313

　　　　　　　岐阜縣笠松町に落下した限石

　　　　　　　　　　　　　正　村　　一　忠

　去る3Jj31n岐阜縣笠松町に離石落下の珍現象が在った事は，筆者が述べる迄

もなく新聞紙上やラヂオで篤と御存知の方が多いと思ひます．私も此の現象を

新聞紙上で知り幸ひ近地である爲，親しく落下の地を尋ね當時の模檬を詳細に

知り，且落下の現場を出量る丈各方面よりカメラに納め記録しました．拙筆淺

學乍ら此迄に一文を綴り，同好の諸兄に御向へ致します．何分非才な一｝一ですか

ら不備の鮎も多々ある事と存じますが，其の庭は何卒御教示御指導の嘆願ひま

す．

　1・落下営時：鞘師について

　順石の落下H時は本年（1938年）3月31日15”与で，時刻は落下と同時に可成1E

露なる時計rtiiに依って家人が得た値であります故大差なV・と存じます．

落棚所は脚襯鵬郡笠松田T新v、・鍵㌧；，，、
町漬物商箕浦久之丞氏：方であり，母

屋（店）裏側の屋根の大略中央邊で

す．屋根裏は相當窪く物置きとなっ

て居り，薪が積み重ねてあります．

五日の天候は晴天でありました．

　重石が屋根に落ちた時の音響は相

盛大にして小銃揮獲射の曾よりも大

きくトラックのタイヤのパンクの音

ジダ　〆嶺、施轡

驚骸：潮

懸触撫～．

よりも大で，寧ろ高射砲造血の昔のやうに感じた由，同家の長兄大吾氏は語ら

れました．當時大吾氏は店に居て同家の裏庭では小倫さん2人が作業中，飛行

機の爆音らしV・捻りを聞いた瞬間，自動車のタイヤが数本一・度に膨脹破裂した

様な大音に恵はす飛行機が墜落したかと思ったそうです・しかし其の晋は唯総

てが一瞬に聞えたのですから筆には一・寸形容し難いものであります．これte依

っても相當大書響を下した事が推察出來ます．

　光輝は目撃者が音によって始めて異様なものL落下に氣付いたものでありま
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すから認められまぜんでした．飛忌中捻以外に何等異常なる菅を聞かなかった

し，飴石自身について見ても東中で炸裂した楳なことも無かったようです．

　小鱈さん蓮は恐る恐る首を上げて，晋のし

た屋根の方を見ると，屋根の中央邊に穴が開

き土煙が薄く立ち上ってみたそうで，長兄大

吾氏は逸早くも脈石の落下なることを噛せら

れ，天井裏の物置に入り落下したと畳しき減

りを見廻すと柱の直ぐ側に黒い拳位の石が床

板を割り喰ひII：つて居るのを疲忘しました．

最初は相當高熱と思ひ附近の紙屑を寄せ集め

て掬ひ上げました．拾った直後は相二二があ

り落下時より約30分後にも未だ暖味を感じた

そうであります・但し拾ひ上げた時の所有熱

は紙屑を燃す丈の熱が無かった事は勿論であ

ります．

　2．阻石の逸出活路

　陽石が必ず通った歴然たる諮櫨の存在する

所は，屋根の穴と床板の破壊せられたる所で

あります．此の21を直線にて結びますと其

屋　　根　　穴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一石が打扱い†二天井裏

の距離は340cmとなりますが，立石が此の直線に沿ふて落下したと見倣します

と薪とは何等嘉応なく，しかして正しく積まれた薪の束に何等影響を與へませ

ん．然るに其の薪の二束が眞新しく四散して居る所を見ると，阻石は屋果穴A

より薪の一一・部Dに向って落下，これより床板Cl　va向つたと見傲した方が安

當であります．

　阻石の飛嫁して來たと思はれる方向は第1圖のC’よりAに向つた線を天塞

に立って延長したA’よりAに向ってN’あり，天頂距離約18。方位は眞西であ

ります．限石は大面其の方向より屋根に衝突し，屋根を見事に打謡いて約207

cm（A－D）の距離を走り，天井裏の薪の山の一部に2度目の激突をなし，薪の

一部を傷付けて束を大破，薪で進行方向が攣って薪への衝突黙DよりC（2階
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物置床板）に向け約150cm落ちC難に衝突，此の床板

も破ったが床板の下部が大きな梁であった二三じて此

庭で止ったものでせう．

　此庭で注意しなければならない所は二三が屋根を貫

ぬV・た時，種木Yに僅か擦った痕跡が有る事であり，

此の爲，隙石の進路が微角ながら墾つたと見られる事

であります。しかし其の擦過傷が照石墨艦によるもの

であるとしても，其の程度より推して進行方向には何

等二化はなかったと思はれます．若しあったとしても

之は旧く微々たるもので考へに入れる必要は無V・と思

ひます．叉D貼の位置は薪が三二して居る所より推し

て限石が薪に衝突したのであろうと推理したもので，

屋根穴や床穴の様に確實なる位置を知る事が三二ませ

ん故，假想勲であり其の爲鍛理上幾分の難色がある事

は止むを得ません・

3．破門せられた物について
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　　　第1圖
　阻石落下の経路

　阻石が被衝突物禮をどの程度まで破壊したかを記す前に，二二二物罷が如何

なる物質によって構造せられ且耐力が有るかを記します．先づ順石が三つた屋

根の構造を述べますに同構造は：普通本伏せで，今より45～46年前建築せられた

酒造家の家屋本屋にて・瓦の下には約1寸厚の土があり，其の下には杉皮炉2

枚重ねて敷かれ，屋根板は厚さ0．8cmの板を以って造られて居り，三木は正

1．8寸角のものが使用されてるます．次に天井裏物置内に積まれて居る薪であり

ますが，それは普通巷聞に見られる割木と同一の物であ）iます．床板は厚さ22

cmの松一町で隙石の落下した床の下面はIE8寸角の松材の梁で支へられて居り

ます．

　そこで照石は第2で述べた様に屋根を貫ぬき約15cm準方の穴を屋根にあけ，

薪に衝突割木の束を大破し，此虞で進路を攣更し約21．。5右に屈折し床上に落

ち，厚さ2．2cmの床板を見事破壊，下部の8寸角の梁を以って階下に落ちるの

を阻止せられたのであります．尚床板には縦約10cm，横約6cmの穴が開V・てる
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ます．

　屋根を：貫ぬき薪に衝突してまだ床板を破壊すると云ふ力は相當なものであり

ませう．破壊力から推しても此の険石には未だ其め速度が割合に大きなもので

あったに違ひありません．被害と云っても以上申した様なもので，他には別に

何等の被害とてはありませんでした．

　4．唄：石自身1二ついて

　以上にて高騰損石落下山時の二様や経路二二せられたものにつV・て記しま

したが，次に六二自身につV・て私の見π所を少し蓮べます．

輯は71・島雌は後職阜測候所員の測温られ嬬果lcよりますと一lll，，

であります・其の測定方法は塞申で測った三石の重量より水中で計った限石の

二丁量を差引き其の答を以て室中で計った順石の重三を除したものであi）一まず。

大きさは長さ10．8cm，幅6．3cm，高さ6．8cmであり，形歌は挿入の鴇翼に依り御

推察下さい・

　表面は黒色粗面にて牛光澤を有し，多くの微細な輻裂が全表面を取巻いて居

ります．この魏裂の生じた原因は落下の途中磯二二獲燃焼した表面が，比較的

に複難な墜力を受けつ玉急に冷却した爲出來たものと思はれます．3く後部の一

突起に約1cmの破面がありますが，これは最：初直樫が約0．5cm位であったもの

が取扱中表皮が剥し二二が倍になったもので，地上物艦に衛減して出來たもの

と思はれます．此の黙内部の構造を調べるには此の上もない好都合であbま

す．隈石の形欺に：付いて心付いた所は，大縞前部が流線型を回して居り（實に

無茶な意見かもしれませんが），これは室氣抵抗の結果なったもので，限石は最：

初其の尖部を前方にして吾が地球の大氣に突入して減たものでありませう．

　叉表面激ヶ所にスレ跡がありますが，これは屋根に衝突以後出來たものであ

りまぜう．燃焼してみるのは全表面で深さは約0．lcm位であります・

　種類は石質陽石に回するものと思はれます・構域物質，含有分量の精細なる

研究は特に専門家の綿密なる分析に期待するものでありますが，大艦に於て石

質三石の代表的なものと見られ少量の鐡，ニツヶルが含まれて居る様です．

　破面により其の内部を覗くと肉眼ではネズミ色に見ゑますが，櫨大鏡で見ま

すと，白色の二物の内に黒い二物の粒が丁度二二岩の石英と長石の二二の様に
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分希し，金言光澤を有する金色と銀色の微粒が認められます．一管は友（ネズ

ミ）を示し，含有金，銀色粒の外は光澤なく不透明な劇物より成ってゐます・

　全髄として硬度は脆く約2。位，無味無奥．磁性をイfして居り，磁針を近付け

ると約50丁丁60狂ひ，磁石に吸清されます．

　5．結　　言

　以上で私の研究しました笠松町に落下した険石について大略を述べました．

筆者白身としてもこの稀なる現象に關し親しく見聞出來たことを欣快とし，私

の見聞しました所がいささかでも御参考になれ　　　　一t，　，㌧，

胤て幸と彿廉あ・ます．　，s、∵ジー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　tt　、轟t　除談でありますが，信仰の封稻としての韻石

の債値は今も昔も大差が無いと見ゑまして落下

H以來無慮敏二物珍らしき見學者に交り，地方

遠近の善男善女の参詣引績きあり，一般に公開

せられました．4J」811迄に家人の知らぬ聞に御

門鑓が澤山上って居たと云ふ笑へない喜劇を現

出しました・此の浄財は大阪朝Il新聞吐提唱の

軍用機献納資金の一部として寄附せられたる事

も同好の方には知られる究が多V・と患ひます．
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示巳られア：巨員石

　隙石の保存についてはH々彩しい見學者の爲，商務上煩雑を塾し，止む得す

一・高?ﾌ公開観覧は去る4月8日を限って締切られましたが，同家に祭祀して永久

に保存せられ，今後一般には容易に見せられない山，但し同好研究者には共の

限りでなく白墨に研究題材として提供せらるS由であります．しかし同家より

持出す事は堅く御断りとの事です・

　最後に筆者の研究について絡始協力，爲眞撮影等に蓋怖せられたる大吾氏，

並に岐阜市白山尋常高等小門校の守屋先生が便箕を取計られた事に封し紙上を

借りて厚く感謝します．

　　　　　　　坤「天界」原稿投稿先陣更埼

「天界」原稿及び太陽黒黙槻測報告は今後下記へお黙り下さい．

　　　　京都市上京N東三本木踊丸太町上ル信樂旅舘内　木頭成麿


